
奨学金返還に関するアンケート調査結果（概要）

１．調査設計

①調査日時 2017年10月26日～2017年11月13日
②調査対象 上記期間に奨学金返還に関するセミナー（学校主催）を受講した学生を対象。（このセミナーへはNTSセーフティ家計総

合研究所が学校から依頼を受けて講師を派遣しました）（このセミナーは、日本学生支援機構が来春卒業予定の学生
に発行する「貸与型奨学金返還確認票」（返還票）を学校の事務局が個別に学生に渡す際に実施されました）

③サンプル数 首都圏の私立大学２校と専門学校１校の来春卒業予定者552人。彼ら彼女たちは、来年10月から奨学金の返還を予
定しています。

２．調査結果（概要）

①借入総額の認知と借入額

来春から奨学金を返還するにあたって、総返還額がいくらになるか聞いてみ
ました。「知っている」「だいたい知っている」で９割近くとなりました。返還票の
配布前にこのアンケートに答えた学校もありますが、その学校の場合は「知ら
ない」の割合が１.５倍程度になっています【図表１】。
＊返還票には借入総額と月額返還額が記載されています。

借入総額の認知

【図表 2 】

【図表 １】

借入総額

では、その額がいくらであるかを聞いたのが、【図表２】です。分布として多い
のは200万円～400万円で、約半分（45％）を占めます。ところがこの中で最も多
い回答は、「知らない」または無回答で22％に達しています。
つまり卒業間近に迫った学生ではあるものの、5人に1人はいったいいくら奨
学金を借りたことになっているか知らなかったということになります。

（割合） 人

50万～100万 3% 17

100万～150万 11% 63

150万～200万 4% 21

200万～250万 17% 96

250万～300万 12% 65

300万～350万 11% 60

350万～400円 5% 27

400万～450万 3% 19

450万～500万 4% 22

500万～600万 4% 21

600万～700万 2% 10

700万～800万 1% 7

800万以上 1% 5

知らないまたは無回答 22% 119

合計 100% 552
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知っている だいたい知ってる 知らない 無回答

【添付資料 １】
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②返還月額の認知と返還月額

アンケート対象になっている学生は来年の10月から実際に奨学金の返還が始まります。毎月の定額返還ですから借入総額は仮に認
知していないとしても、返還額に対する認知は高いもの想像できます。

ところが実際には前ページの借入総額よりも、月額返還額を「知らない」と答えた学生の方が多い結果となりました【図表1と3】。
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月額返還額

【図表 3】

【図表 4】

具体的な金額を聞いたのが、【図表4】です。1万円から1万5,000円未満のゾー
ンが20％と多く、その上の2万円未満、2万5,000円未満が15％で並んでいます、
合計するとちょうど半分の50％になります。

月額返還に関する質問でも、借入総額と同様に最も多い回答は「知らない」ま
たは無回答で、31％と高い割合を占めています。先ほどの借入総額を知らない
は5人に1人でしたが、今度は3人に1人の割合になります。

奨学金を返還できない人が問題になっていますが、在学中とはいえ卒業間近
で月々の返還額を認知していないのですから、多くの卒業生が実際に返還が始
まってあわてているのが目に浮かびます。

（割合） 人

5,000円未満 0% 1

5,000～10,000未満 10% 53

10,000～15,000未満 20% 110

15,000～20,000未満 15% 85

20,000～25,000未満 15% 84

25,000～30,000未満 3% 17

30,000～35,000未満 2% 11

35,000～40,000未満 1% 4

40,000～45,000未満 1% 8

45,000円以上 1% 6

知らないまたは無回答 31% 173

合計 100% 552
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月額貸与額 借入総額 月々返還額 返還回数(年） 返還総額 内利息

30,000 1,440,000 9,557 156(１３年） 1,491,061 51,061 

50,000 2,400,000 13,874 180(１５年） 2,497,419 97,419 

80,000 3,840,000 16,855 240(２０年） 4,045,295 205,295 

100,000 4,800,000 21,069 240(２０年） 5,056,654 256,654 

120,000 5,760,000 25,282 240(２０年） 6,068,011 308,011 

■奨学金の貸与と返還の仕組み（第2種）

奨学金の貸与額にはあらかじめ決められたいくつかのパターンがあります。第１種（無利子）と第２種（有利子）は高校時代の成績
によるものです。第2種は入学時から卒業までほぼ申し込んだ金額で貸与を受けられます。

下は、４年生大学の第２種奨学金（有利子）の貸与額と返還額をまとめたものです。月額貸与額はここに記載された月額の中から
選びます。毎月7万5,000円貸与を受けたいと希望してもできない仕組みになっています。

最高額は月額12万円になります。この場合は、月々の返還額は2万5,282円の20年払いとなります。

注）利息は0.5％として試算しています。最近の金利は0.3％程度です。

□第１種奨学金の貸与額（４年生大学）

第１奨学金（無利子）の貸与月額は、以下のようになっています。第１種と第２種を併せて利用することもできます。

国公立
自宅通学 30,000円または 45,000円

自宅外通学 30,000円または 51,000円

私立
自宅通学 30,000円または 54,000円

自宅外通学 30,000円または 64,000円

□入学時特別増額

入学時に以下の金額を増額で貸与を受けることができます。

10万円、20万円、30万円、40万円、50万円

＜参考＞

□第２種奨学金の貸与額と月々返還額（４年生大学）
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③返還月額と負担感

以下は、【図表4】で月額返還額を答えた学生に聞いた質問です。実際の返還は始まっていませんから、現時点での想像ということに
なります。この図表をみるとわかるように、月額返還額が15,000円を超えると「かなり負担」と考える学生の割合が急増します。

月額返還額が15,000円以上ということは、第２種で月額80,000円以上の貸与を受けている計算になります。今回のセミナーで学校の
ご担当の方のお話を伺うと、満額の120,000円を借りている学生（この場合、返還額は25,000円を超えます）もかなりの割合でいるとのこ
とでした。

返還月額と負担感

■右は、大学のセミナーで学生に提示した資
料です。初任給210,000円だとして、手取りは
170,000円程度になります。そこから家賃など

の固定支出を支払い、食費などの流動支出を
支払うと20,000円という奨学金の返還はかな
り重たい負担になります。

□この資料は４年生大学の卒業生が一般的な企業に就

職した場合です。職種等によって初任給は変わってきま
すので、学校に合わせた内容で提示しました。

【図表 5】
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④繰上返還の意向

奨学金の返還は、最長20年にわたる長期契約です。大学卒業が仮に22歳だとすると、完済するのは40代に入ってからになり
ます。もし減額返済を利用して支払期間を延長すると、さらに10年先延ばしになります。そのとき子どもがいれば、自身の奨学
金の返還に加えて、子どもの教育費のことにも頭を悩ませなければなりません。

そこで繰上返還を利用してなるべく早く奨学金の返還を終わらせる（負債から解放）ことをセミナーでは提案しました。その結
果、ほとんどの学生（90％）は賛意を示しましたが、「現実的には厳しい」と考える学生も3分の1（35％）いました。

セミナーでは、第２種奨学金を例にあげて、繰上返還することによって、どのくらいの期間が短くなって、さらに利息の負担が
どのくらい軽くなるかも具体的に示した資料を提示しました。

繰上返還の意向

■右は、大学のセミナーで学生に提示した資料です。
（一番下の行）貸与月額120,000円の場合は、利息が
0.5％だったとして、返還月額25,282円の240回払いにな
ります。このケースで、半年に1回約100,000円を繰上返
還すると、返還回数は146回に短縮され、利息も
116,451円負担しないで済みます。
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【図表 6】


